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2020年3月期第2四半期 実績：実績の概況
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※ 2020年3月期から、不動産賃貸事業セグメントを廃止したため、不動産賃貸に係る収益・費用は営業外収益・営業外費用に計上しております(従前は、売上高・
売上原価・販売管理費に計上)。これに伴い、2019年3月期第2四半期の実績につきましては、変更後のセグメントに基づく数値に組替えて記載しております。

■売上高
売上高は、良好な受注環境を背景に、システム開発事業及びシステムサービス事業が順調に推移したことから
前年同期比＋18億円(+6.0％)の321億円となりました。

■営業利益・経常利益・四半期純利益
営業利益、経常利益及び四半期純利益は、増収による利益の増加や販売管理費削減等により、第1四半期
に発生した不採算案件の影響をリカバリーし、いずれも約10%の増益となりました。

(単位：百万円)

2019年3月期2Q 2020年3月期 2020年3月期

※ 左上の比率は対売上比 実績 実績 前年同期比 増減率(%) 2Q累計　業績予想
(2019/5/8公表)

通期累計　業績予想
(2019/5/8公表)

売上高 30,327 32,152 1,825 6.0% 32,000 65,500

(20.5%) (20.7%) (0.3%) (20.9%) (21.5%)

6,203 6,669 466 7.5% 6,700 14,100
(7.5%) (7.0%) (△0.6%) (7.5%) (7.3%)

2,279 2,239 △40  △1.8% 2,400 4,800
(12.9%) (13.8%) (0.8%) (13.4%) (14.2%)

3,924 4,430 506 12.9% 4,300 9,300

経常利益 3,976 4,438 462 11.6% 4,300 9,400
税金等調整前
四半期純利益 3,973 4,313 339 8.5% 4,200 9,050

(8.4%) (8.7%) (0.3%) (8.6%) (9.3%)
2,548 2,797 249 9.8% 2,750 6,100

売上総利益

販売費及び
一般管理費

営業利益

2020年3月期2Q

親会社株主に帰属する
四半期純利益
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2020年3月期第2四半期 実績：事業別売上高・売上総利益
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(単位：百万円)■売上高 ■売上総利益 (単位：百万円)

■売上高
売上高は、システムプロダクト事業で微減となりましたが、システム開発事業及びシステムサービス事業で増収と
なった結果、前年同期比+18億円(+6.0％)の321億円となりました。

■売上総利益
売上総利益は、増収に伴う利益の増加や利益率の改善により、前年同期比+4億円(+7.5%)の66億円
となりました。

 システム開発事業 : 金融業からの高水準の受注が続き、また、製造業、運輸業からの受注が大きく伸び、増収・増益
 システムサービス事業 : 株主優待やヒューマンリソース関連のサービス事業の受注増により、増収・増益
 システムプロダクト事業 : セキュリティ製品の販売は順調であったが、営業倉庫管理システムの販売の減少等から、減収・減益

30,327

+1,561
+285 △21 32,152

2019年3月期
2Q

2020年3月期
2Q

システム開発

システムサービス
システムプロダクト

+1,825

■前年同期比増 ■前年同期比減

6,203 

+464
+49 △47

6,669

2019年3月期
2Q

2020年3月期
2Q

+466

システム開発

システムサービス システムプロダクト
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2020年3月期第2四半期 実績：事業別売上高・売上総利益
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※ 2020年3月期から、各事業の対象を一部変更しております（ITインフラ構築をシステムサービス事業からシステム開発事業へ変更）。
これに伴い、2019年3月期第2四半期の実績につきましては、変更後の事業区分に基づいて記載しております。

(単位：百万円)

■売上高

※左上の比率は売上に対する構成比 実績 実績 前年同期比 増減率(%)

(88.8%) (88.6%)
26,920 28,481 1,561 5.8%

(0.7%) (2.1%)
215 663 448 208.7%

(7.0%) (7.5%)
2,125 2,410 285 13.4%

(4.2%) (3.9%)
1,281 1,260 △21  △1.7%

30,327 32,152 1,825 6.0%
(11.9%) (13.5%)

3,622 4,334 712 19.7%

■売上総利益

※左上の比率は売上総利益率 実績 実績 前年同期比 増減率(%)

(20.4%) (20.9%) (0.5%)
5,483 5,947 464 8.5%

(25.4%) (27.4%) (2.0%)
54 181 127 233.3%

(15.4%) (15.7%) (0.2%)
327 377 49 15.1%

(30.6%) (27.4%) (△3.3%)
392 344 △47  △12.2%

(20.5%) (20.7%) (0.3%)
6,203 6,669 466 7.5%

(21.4%) (20.9%) (△0.5%)
775 904 128 16.6%　うち新コア事業(上記＊)

2019年3月期2Q 2020年3月期2Q

システム開発事業

　うち新技術関連　*

システムサービス事業 ＊

システムプロダクト事業　*

合　計

　うち新コア事業(上記＊)

2019年3月期2Q 2020年3月期2Q

システム開発事業

　うち新技術関連 ＊

システムサービス事業 ＊

システムプロダクト事業 ＊

合　計
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2020年3月期第2四半期 実績：システム開発事業 業種別売上高

■売上高
売上高は、通信業及び公共団体において減収となったものの、金融業からの受注が高水準を維持したことに加え、
製造業及び運輸業からの受注が大幅に増加した結果、前年同期比+15億円(+5.8％)の284億円となりました。

 金融業では、大手銀行における業務効率化に向けた対応や、保険会社におけるシステム再構築等による
受注増から、増収

 製造業では、電機・機械メーカーからの受注増を主因に、運輸業では、物流会社・航空会社からの受注増を
主因に、増収

10,503

金融業
10,798

4,564

サービス業
4,597

3,052

製造業
3,531

2,531

通信業
2,435

1,924

運輸業
2,401

1,263

商業
1,520

1,685

公共団体
1,607

2019年3月期
2Q

2020年3月期
2Q

金融業 サービス業 製造業 通信業 運輸業

商業 公共団体 電気・ガス業 建設業 その他

2020年3月期2Q

2019年3月期2Q

(単位：百万円)

26,920

+294 +32

+479 △95

+476

+257 △77
+186 +23 △16 28,481

2019年
3月期2Q

2020年
3月期2Q

商業

製造

電気・ガス

その他
公共団体

+1,561

(単位：百万円)

運輸

金融

通信

2020年3月期
2Q

2019年3月期
2Q

サービス

建設

■前年同期比増 ■前年同期比減
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2020年3月期第2四半期 実績：システム開発事業 業種別売上高

※ システム開発事業に係る実績を記載しております（従前は、システム開発事業およびシステムサービス事業の合計）。

(単位：百万円)

実績 構成比(%) 実績 構成比(%) 前年同期比 増減率(％)

金融業 10,503 39.0% 10,798 37.9% 294 2.8%

サービス業 4,564 17.0% 4,597 16.1% 32 0.7%

製造業 3,052 11.3% 3,531 12.4% 479 15.7%

通信業 2,531 9.4% 2,435 8.6% △95 △3.8%

運輸業 1,924 7.1% 2,401 8.4% 476 24.8%

商業 1,263 4.7% 1,520 5.3% 257 20.4%

公共団体 1,685 6.3% 1,607 5.6% △77 △4.6%

電気・ガス業 716 2.7% 902 3.2% 186 26.0%

建設業 587 2.2% 611 2.2% 23 4.1%

その他 90 0.3% 74 0.3% △16 △17.8%

合計 26,920 100.0% 28,481 100.0% 1,561 5.8%

2019年3月期2Q 2020年3月期2Q
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2020年3月期第2四半期 実績：システム開発事業 業種別売上高 (金融業)

■売上高(金融業)
売上高は、その他銀行、カード会社で減収となりましたが、大手銀行、保険会社で増収となった結果、
前年同期比+2億円(+2.8％)の107億円となりました。

 大 手 銀 行 ：RPAやシステム更改案件等での受注増や、既存案件の受注増により、増収
 その他銀行 ：プロジェクトの終了や、既存案件の大幅な縮小により、減収
 保 険 会 社 ：システム再構築等の大型案件の受注継続や既存顧客からの新領域獲得等により、増収
 カード会社 ：プロジェクトの終了や見直しにより、減収

3,657

大手銀行
4,127

1,461

1,268

3,748

保険会社
3,914

658

証券会社
666

753

カード
会社
589

223

その他
231

2019年3月期
2Q

2020年3月期
2Q

その他
銀行

2020年3月期2Q

2019年3月期2Q

(単位：百万円)

10,503 

+470 △192 +166 +7 △164

+7 10,798

2019年3月期
2Q

2020年3月期
2Q

大手銀行

その他銀行 保険会社

証券会社

カード会社 その他

+294

(単位：百万円)■前年同期比増 ■前年同期比減
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2020年3月期第2四半期 実績：システム開発事業 業種別売上高 (金融業)

※ システム開発事業に係る実績を記載しております（従前は、システム開発事業およびシステムサービス事業の合計）。
※ 一部の会社について計上業種の見直しを行ったため、2019年3月期第2四半期の実績を組替えて記載しております。

(単位：百万円)

実績 構成比(%) 実績 構成比(%) 前年同期比 増減率(％)

大手銀行 3,657 34.8% 4,127 38.2% 470 12.8%

その他銀行 1,461 13.9% 1,268 11.7% △ 192  △13.2%

保険会社 3,748 35.7% 3,914 36.3% 166 4.4%

証券会社 658 6.3% 666 6.2% 7 1.2%

カード会社 753 7.2% 589 5.5% △164  △21.8%

その他 223 2.1% 231 2.1% 7 3.3%

合計 10,503 100.0% 10,798 100.0% 294 2.8%

2019年3月期2Q 2020年3月期2Q
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2020年3月期第2四半期 実績：システム開発事業 受注高・売上高・受注残高 推移
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※ システム開発事業に係る実績を記載しております（従前は、システム開発事業およびシステムサービス事業の合計）。

(単位：百万円)

受注高 前年同期比(%) 売上高 前年同期比(%) 受注残高 前年同期比(%)

第１四半期 14,825 ー 13,220 3.4% 12,776 ー

第２四半期 14,430 ー 13,699 5.0% 13,508 ー

上期 29,256 ー 26,920 4.2% 13,508 ー

第3四半期 12,201 ー 14,044 6.9% 11,665 ー

第4四半期 14,702 ー 14,152 7.8% 12,214 ー

通期 56,159 ー 55,117 5.8% 12,214 9.3%

第１四半期 16,703 12.7% 13,948 5.5% 14,969 17.2%

第２四半期 13,965 △3.2% 14,532 6.1% 14,402 6.6%

上期 30,668 4.8% 28,481 5.8% 14,402 6.6%

2019年3月期

2020年3月期
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2020年3月期第2四半期 実績：システムサービス事業・システムプロダクト事業 売上高内訳

※ ヒューマンリソース・ソリューション ：新卒・中途採用の管理から派遣スタッフの管理まで、一般企業及び人材サービス業者向けのソリューション

※ 物流ソリューション ：商品の入出庫処理、在庫管理、請求処理等に対応した営業倉庫業向けのソリューション

※ 株主優待サービス ：株主優待の企画から、情報の管理、商品の受発注、問合せ対応まで、株主優待のアウトソーシング・サービス

※ セキュリティ製品 ：ファイル送受信の証跡管理、メール誤送信防止・暗号化、電子証明書管理、標的型攻撃対策 等

■2020年3月期2Q (単位：百万円)
システム

サービス事業
システム

プロダクト事業

実績 実績 実績 構成比(%)

ヒューマンリソース・ソリューション 782 21 803 21.9%

物流ソリューション 260 114 374 10.2%

株主優待サービス 968 - 968 26.4%

セキュリティ製品 86 414 501 13.7%

その他 312 709 1,022 27.8%

合計 2,410 1,260 3,671 100.0%

合計
ヒューマンリソース・

ソリューション
21.9%

物流ソリューション
10.2%

株主優待サービス
26.4%

セキュリティ製品
13.7%

その他
27.8%
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2020年3月期第2四半期 実績：資産・負債・純資産の状況
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(※1) 2020年3月期から不動産賃貸事業セグメントを廃止したことに伴い、保有賃貸不動産72億円については、有形固定
資産から投資その他の資産に振り替えております。

(※2) 2020年3月期第2四半期において保有不動産47億円を売却しました。

(単位：百万円)

(※1)
35,819 2,406 38,226

うち現金及び預金 22,817 2,333 25,151
固定資産 20,058 △4,451 15,606

有形固定資産 8,227 △7,294 △30 902
無形固定資産 2,372 △87 2,285
投資その他の資産 9,458 7,294 △4,334 12,418

55,878 - △2,045 53,832
流動負債 7,701 356 8,058
固定負債 830 70 901

8,532 - 427 8,959
48,589 △2,902 45,687

資本金 7,205 7,205
資本剰余金 6,791 6,791
利益剰余金 43,563 99 43,662
自己株式 △8,971 △3,001 △11,972

△1,690 371 △1,319
446 58 505

47,345 - △2,472 44,873

その他の包括利益累計額
非支配株主持分

純資産合計

流動資産

資産合計

負債合計
株主資本

セグメント変更
に伴う振り替え2019年3月末 期中増減 2019年9月末

(※2)
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参考資料 1：業績等の推移

※1 左上の比率は対売上高比
※2  2020年3月期からの不動産賃貸事業セグメントの廃止に伴い、過年度の実績につきましては、当該変更後のセグメントに基づく数値に組替えて記載しております。
※3  2019/12/31を基準日として、分割比率1:2の株式分割を実施予定ですが、表中の金額は、分割前の株式数を基準に記載しております。
※4  括弧内は記念配当込みの1株当たり配当金または配当性向

(単位：百万円)
2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期

実績 実績 実績 実績 実績 前期比 増減率(％) 業績予想 前期比 増減率(％)

売上高 42,680 51,219 54,858 57,704 61,573 3,868 6.7% 65,500 3,926 6.4%

(21.4%) (21.1%) (20.7%) (20.4%) (21.1%) (21.5%)
9,132 10,826 11,334 11,769 12,986 1,216 10.3% 14,100 1,113 8.6%

(9.5%) (8.8%) (7.8%) (6.9%) (7.3%) (7.3%)
4,050 4,514 4,280 3,970 4,493 523 13.2% 4,800 306 6.8%

(11.9%) (12.3%) (12.9%) (13.5%) (13.8%) (14.2%)
5,082 6,312 7,054 7,799 8,492 693 8.9% 9,300 807 9.5%

経常利益 5,283 6,405 7,300 8,119 8,756 636 7.8% 9,400 643 7.4%

(7.0%) (6.1%) (8.3%) (9.3%) (9.4%) (9.3%)
2,973 3,110 4,543 5,368 5,817 448 8.3% 6,100 282 4.9%

1株当たり当期純利益
（円）

72.04 70.98 105.81 126.76 139.31 12.55 9.9% 151.12 11.81 8.5%

33 37 44 52 60 ー ー 64 ー ー
(78) (92)

45.8% 52.1% 41.6% 41.0% 43.1% ー ー 42.4% ー ー
(108.3%) (60.9%)

自己資本 42,229 40,999 43,374 45,368 46,898 ー ー

自己資本比率 84.8% 85.1% 85.2% 83.9% 83.9% 0.0% ー

自己資本利益率
(ROE)

6.9% 7.5% 10.8% 12.1% 12.6% 0.5% ー

親会社株主に帰属する
当期純利益

2020年3月期

売上総利益

1株当たり配当金
（円）

配当性向

販売費及び
一般管理費

営業利益

2019年3月期

※4

※4 ※4

※4

※3

※3
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参考資料 2：中期経営計画の概要 (2019/3期～2021/3期)

【外部環境の変化】
新技術(AI、IoT)の進展

攻めのIT投資が加速

新技術対応力強化

【基本戦略】
1. 新規事業・新技術領域の拡大
2. システム開発における新技術対応力向上
3. 人と組織力のさらなる強化

売上高
700億円

営業利益率
13％以上

ROE
12％以上

(百万円)

(2021年3月期)

※1  2020年3月期からの不動産賃貸事業セグメントの廃止に伴い、 2018年3月期及び2019年3月期の実績につきましては、当該変更後のセグメントに基づく数値に組替えて記載しております。
※2  2019年5月8日に公表した上方修正後の計画を記載しております。
※3 50周年行事費用として、特別損失50千万円を計上予定。

新コア事業 売上高
120億円

2018/3
実績

2019/3
実績

2020/3
計画

2021/3
計画

売上高 57,704 61,573 65,500 70,000

新コア事業売上高 5,595 7,048 8,500 12,000

営業利益 7,799 8,492 9,300 10,000
営業利益率(%) 13.5 13.8 14.2 14.3

経常利益 8,119 8,756 9,400 10,100
当期純利益 5,368 5,817 6,100 6,800
ROE(%) 12.1 12.6 12.9 13.7

(※3)

(*)

(*) 新コア事業とは、新技術関連のシステム開発、システムサービス、システムプロダクトに係る事業をいいます。

(※1) (※1) (※2) (※2)



Copyright 2019 14

参考資料 2：中期経営計画の概要 (2019/3期～2021/3期)

55億円

120億円

2018年3月期 2021年3月期

577億円

700億円

新コア事業の施策効果

+65億円

(連結売上高)

既 存 事 業

※ 新コア事業とは、新技術関連のシステム開発、システムサービス、システムプロダクトに係る事業をいいます。

新 コ ア 事 業 (※)

+23 １．システムサービスの強化

+15 ２．新規事業・新技術領域等での
新たな成長機会の追求

+5 ３．システムプロダクトの強化

+22 ４．システム開発における人と組織力の強化

 グループ販売体制の強化・効率化、クロスセルの推進
 他社との技術連携による新たなプロダクトの開発

 コンサルティング力の向上、提案力の強化
 営業部が各事業部と横断的に連携し、新規開拓力を強化
 プロジェクトマネジメント・リーダー育成のスピードアップと全体底上げ

 ヘルスケアIT 遠隔健康支援サービス「CAReNA」の機能拡充

 教育IT 大手学習塾等との連携によるeポートフォリオシステム
「まなBOX」の展開

 ヒューマンリソース
IT

NMシステムズ、ジャパンジョブポスティングサービス間
でのシナジー効果の発現
～2018/10/1付で両社を合併(現 : ㈱ステラス)

 先端技術研究所
の設置

ユーザー企業との共創を通じた新サービスの創造
～1業種1ユーザー企業を目安に協業

 先端技術事業部
の設置

AI・IoT等を活用した新技術開発力の強化

 ベンチャー企業との
協業

新技術を応用したビジネスモデルの展開
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参考資料 3：先端技術分野に関する取り組み

顧客

ＮＳＤ先端技術研究所

ＮＳＤ

先端技術事業部 (既存IT開発部門)
SE３，０００名

ＮＳＤグループ連携イメージ

（ソリューション営業）
市場開拓事業部

出資企業

会員企業

一般企業

出資・会員企業(2019年9月末時点)
出資企業：アイビーシー㈱、岩崎通信機㈱、西日本電信電話㈱
会員企業：鴻池運輸㈱、JR九州システムソリューションズ㈱、

T&D情報システム㈱、丸紅情報システムズ㈱、
レノボグループ

(五十音順で記載)

15

開発実績
「Tracking Navi」をリリース(2019年9月)
・ 自律航法を活用して屋内外で活動する作業者の位置情報を

計測し見える化するソリューションサービス
・ 作業者の最適配置等による生産性向上や、作業者の安否

確認に貢献

NSD先端技術研究所(2019年4月新設)
出資や会員組織への加入等を通じて顧客と課題を共有し、
先端技術を駆使した新サービス等を企画するために設立
 AIなどの先端技術を活用した調査研究および実証実験
支援

 新技術領域における新サービス・新製品の創出

先端技術事業部(2019年4月事業部化)
先端技術推進本部の調査研究部門を子会社化したことに
伴い、同本部を開発部門として強化するために事業部化
 研究所が企画した新サービス・新製品の製品化
～画像解析や音声認識の技術を活用した製品を開発中

 研究所のほか、ＮＳＤグループが受注した先端技術を
応用したシステムの開発
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参考資料 4：株主への利益還元

■2020/3期配当方針
50周年を記念して以下の配当を予定
① 連結配当性向50％以上 (うち記念配当10％)
② さらに配当金総額50千万円増額 (記念配当)
～ 記念配当28円は2019/11/18に第2四半期末配当として実施

■株主への利益還元方針
① 連結配当性向40％以上の配当を継続
② 業績や株価動向などを総合的に判断し、積極的な利益還元

を実施

37 44 52 60 64

15

52.1%

41.6% 41.0%
43.1%

60.9%

2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3

期末配当 記念配当 配当性向(円)

+50千万円
増額相当分

【予想】

13

+10％

40％

92円

※：2019/12/31を基準日として、分割比率1:2の株式分割を実施
上記の1株当たり配当金の額は、分割前の株式数を基準に記載

1株当たり配当金と配当性向の推移

※1：2017/7/18に自己株式1,000千株を消却
※2：2019/12/6に自己株式1,000千株を消却

1,609 1,888 2,196 2,484 2,555

1,132

1,877 1,008
1,362

1,999

4,500

112.1%

63.7% 66.3%
77.1%

134.2%

2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3

期末配当 記念配当 自己株取得額(百万円)
【予想】

(※1)

総還元性向

(※2)

配当金額と自己株式取得額
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参考資料 5：最近の主なニュース

公表日 カテゴリー 内容

2019/4/1 資本・業務提携

レノボ・エンタープライズ・ソリューションズ(株)と戦略的協業を開始
・ デジタル・トランスフォーメーション関連事業の拡大を目的に、データマネジメント、IoT、AI向けの

プラットフォームビジネスに関する戦略的協業を開始
・ レノボグループのデータ統合管理ツールを活用したデータマネジメント・ソリューションとＮＳＤの技術力を

融合し、データマネジメントサービスを展開

2019/4/11 子会社関連
子会社(株)ＮＳＤビジネスイノベーションとVENAFI, INC.がマスターパートナー契約を締結
・ 日本市場でのサイバーセキュリティソリューションの展開において協業し、販売から運用サポートまでＮＳＤ

グループとして積極的に推進

2019/5/8 財務
2020年3月期の配当予想
・ 創立50周年記念配当(1株当たり28円)を2020年3月期第2四半期末配当として実施予定
・ 期末配当を1株当たり63円とし、年間91円を予定

2019/5/8
2019/5/31 財務

自己株式の取得
・ 機動的な資本政策の遂行及び株主へのより一層の利益還元を図るため、自己株式の取得を決定
※ 実施結果(6/24公表)

・ 取得期間：2019/5/9～6/21、取得総数：967千株、取得総額：2,999百万円

2019/5/8 中期経営計画 足下の業績及び今後の受注環境等を踏まえ、中期経営計画(2019/3期～2021/3期)の目標を上方修正

2019/5/8 資本・業務提携
子会社日本ＲＸテクノロジー(株)の合弁事業化について成都維納軟件股份有限公司と合意
・ 成都維納軟件股份有限公司との協働により、エンジニア動員力を向上させ、より機動的に顧客ニーズへ

対応

17
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参考資料 5：最近の主なニュース

公表日 カテゴリー 内容

2019/7/31 組織再編等
子会社(株)ＮＳＤビジネスイノベーションを2019年10月1日付で吸収合併
・ 経営資源の集中・有効活用を図り、営業力の強化と経営の効率化を図ることを目的に合併

2019/9/26 子会社関連
子会社(株)ＮＳＤ先端技術研究所が「Tracking Navi」を開発し、提供を開始
・ 自律航法を活用して屋内外で活動する作業者の位置情報を計測し見える化するソリューションサービス
・ 作業者の最適配置等による生産性向上や、作業者の安否確認に貢献

2019/9/27 資本・業務提携

サインポスト(株)と設置型AI搭載レジ「ワンダーレジ」の普及に向けた資本業務提携に基本合意
・ ＮＳＤがレジの機能拡充、導入企業に合わせたカスタマイズ、周辺システムの開発・保守等を担い、

サインポスト(株)は技術の核となる人工知能と画像認識技術の研究開発や新型機の開発等に開発
リソースを充当

・ 業務提携による取り組みの円滑化等を目的に、資本関係の構築について協議を開始

2019/10/10 財務
創立50周年記念配当の実施及び期末配当予想の修正
・ 1株当たり28円の創立50周年記念配当を2020年3月期第2四半期末配当として実施
・ 期末配当を1株当たり1円増配し、64円(年間92円)へ予想修正

2019/10/11 資本・業務提携

アバナードとマイクロソフト関連のプロジェクトにおける戦略的業務提携に合意
・ Microsoft 365、Dynamics 365、Azureなどのサービス分野の提供能力の強化・開発促進のため、

アバナードと技術やノウハウを共有
・ ＮＳＤにアバナード開発室を設置し、マイクロソフトのソリューションにＮＳＤの技術力を融合させ、品質

の高いサービスを提供

18
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参考資料 5：最近の主なニュース

公表日 カテゴリー 内容

2019/10/31 財務
自己株式の取得及び消却
・ 機動的な資本政策の遂行及び株主へのより一層の利益還元を図るため、自己株式の取得(上限

500千株、上限 15億円)及び消却(1,000千株)を決定

2019/10/31 財務

株式分割及び期末配当予想の修正
・ 当社株式の流動性の向上と投資家層の拡大を図るため、2019/12/31を基準日として、普通株式を

1株につき2株の割合をもって分割
・ 分割に伴い、1株当たり期末配当を64円から32円へ予想修正(実質的には変更なし)

2019/10/31 子会社関連
米国現地法人NSD InternationalがMKG Global Technology (Japan Tech)の全株式を取得
・ Japan Techは、現地の日系企業を中心にシステム開発やコンサルティングを担う米国法人
・ 米国での事業成長を加速させるとともに、取引先への提案力やサービス向上を目的に買収

19
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[免責事項]
本資料は、当社及び当グループ会社の業績・事業戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、当社及び当グループ会社の株式の購入
や売却を勧誘するものではありません。本レポートの内容には、将来の業績に関する意見や予測等の情報を掲載することがありますが、これらの
情報は、現時点の当社の判断に基づいて作成されております。よって、その実現･達成を約束するものではなく、また今後、予告なしに変更され
ることがあります。本レポート利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。また、本レポートの無断での複製、転
送等を行わないようにお願い致します。
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